
企画造成委員会 H30年度計画案

*泊食分離の推進
・増えるインバウンド客への対応や、素泊まり等の既存の宿泊形態に対応しながら、地域回遊の導線づくりの調査研究を実施します。
・ 1泊2食の提供は基本姿勢として、まずは、宿泊施設と飲食店が近い温泉地を中心として、泊食分離の推進にあたる。
（価格帯の広い大型旅館と小規模旅館が競合しないための工夫が必要ではある）

*旅行記者、ブロガーを招へいした、分宿形式での現地取材会の実施

*川魚料理をクローズアップした展開
・水が良いから魚がうまい。水を原点とした展開を図ります。

*ヘルスツーリズムとの連携

■誘致宣伝委員会と統合し、両輪で推進を図ります
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